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高等学校 国語科 学習指導案 

指導者  今井 真由美 

日  時  令和元年 11月 29日（金） 第 1限（9：30～10：20） 

場  所  第 4研修室 

学年・組  高等学校Ⅱ年３組 43人（男子 25人，女子 18人） 

単  元  生徒の主体的な読みから物語構造を読み解く 

教  材  「雲林院の菩提講」「花山天皇の出家」(『大鏡』)  

『高等学校 改訂版 古典Ｂ 古文編』(第一学習社)  

目  標  １.物語を読んで問いを立て，調べたことを関連づけて問いを解決しようとする。 

（関心・意欲・態度） 

      ２.本文の内容や表現の特色を理解して読み取り，物語構造について考察する。 

（読む能力） 

      ３.古典文法に従って本文の内容を構成や展開に即して的確に捉える。（知識・理解） 

指導計画（全 10時間） 

 第一次 『大鏡』「雲林院の菩提講」を読む。（3時間） 

 第二次  『大鏡』「花山天皇の出家」を読み，問いを立てる。（3時間） 

 第三次  生徒が立てた問いに基づいて，調べたことを関連づけながら問いを解決する。 

（個人→グループ→全体）（3 時間）（本時 2/3） 

第四次 二つの教材を通じて，『大鏡』の物語構造について考える。（1時間）                                      

           

授業について  

本校国語科は，「テキストの表現を言語事項や背景を踏まえて解釈し，既有の知識，実生活での体

験，読書等の追体験と結びつけて考えている」，「自己の考えを言葉で表現し，他者と交流すること

で多様な視点を得て柔軟に考えようとしている」，「自己の学びを振り返り，次なる課題を見出し解

決しようとする意欲を持つ」の３つを，育成をめざす学習者像としている。 

しかしながら，生徒は古文を読むとき，文法を確認し内容を読解すると，特に疑問を持つことな

く解釈の段階でとどまっており，次なる課題を見出し解決するところまでは至っていない。現行の

学習指導要領では，テキストの内容をとらえた上で，ものの見方・感じ方・考え方を豊かにしたり，

内容や表現の特色をふまえて作品の価値について考察したりすることが指導事項として挙げられ

ており，平成 30 年度告示の新学習指導要領，「古典探究」においてもこれらは引き継がれている。

そこで，学習指導要領・古典Ｂの指導事項に基づいて，生徒たち自身がテキストから問いを見出し

主体的にその解決を図ること，また，その解決を通じて，語られた内容だけでなく物語構造に着目

しその意図を考えていくことは，本校国語科が育成を目指す学習者像につながるものと考えた。 

本時で扱う「花山天皇の出家」は，冒頭部分に淡々と花山天皇の紹介がされている。この冒頭部

分に着目しただけでも「なぜ年若くして出家したのか」「なぜ帝位に就いていたのは２年だけなの

か」など多くの問いを考えることが可能である。他にも生徒から問いを出させ，こうした部分につ

いても「なぜだろう」と生徒たち自身がテキストを読みとり，調べたことを関連づけながら読み解

いていくことで，テキストやその書き手と対話しながら読みを深めるという主体的な読みが行われ

るはずである。また，本単元で扱う『大鏡』は，190歳の大宅世継と 180歳の夏山繁樹の二人が行

き合い，同行した繁樹の妻と 30 歳ばかりの若侍が加わり問答座談形式によって昔話が進められ，

別の人物（筆録者）がこれらの対話を観察し，記録していくという物語構造を取っている。語りの

中に見られる「あさまし」「恐ろしさ」などの表現に着目して物語構造に気付かせ，どのような人物

がどのように語っているのか，なぜそう語っているのかまで考えさせたい。 
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題 目 『大鏡』は「花山天皇の出家」をどう語っているのか －語り手に着目して－ 

 

本時の学習目標 

 １．物語を読んで立てた問いに対して，調べたことを関連づけて解決しようとしている。 

 ２．本文の内容や表現の特色を理解して読み取り，物語構造について考察することができる。 

 ３．古典文法に従って本文の内容を構成や展開に即して的確に捉える。 

 

本時の評価規準（観点／方法） 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての知識・理解・

技能 

・物語を読んで立てた問いに

対して，調べたことを関連づけ

て解決しようとしている。 

（観察・記述の点検） 

・本文の内容や表現の特色を

理解して読み取り，物語構造に

ついて考察している。 

（観察・記述の確認） 

・古典文法に従って本文の内

容を構成や展開に即して的確

に捉えている。 

（観察・記述の確認） 

 

本時の学習指導過程 

学習内容 指導上の留意点・評価 評価の観点と方法 

〈導入〉 

前時の振り返りをする。 

 

〈展開〉 

1.グループで考察した問いの

答えを共有する。 

 

 

 

2.出てきた問いの答えについ

て検討し，整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈まとめ〉 

次時の予告を聞く。 

 

・「花山天皇の出家」を読んで立てた

問いを確認する。 

 

・前時にグループ内で話し合った問

いの答えを発表する。 

 

 

 

・根拠を挙げさせながら問いの答え

を検討していく。 

・テキストと調べたことや既有知識

を絡めながら考えるよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

・「雲林院の菩提講」「花山天皇の出

家」の二教材を通じて，『大鏡』の物

語構造を考えることを伝える。 

 

 

 

 

・古典文法に従って本文

の内容を構成や展開に

即して的確に捉えてい

る。（発言・記述の確認） 

 

・物語を読んで立てた問

いについて，調べたこと

を関連づけて解決しよ

うとしている。（発言・記

述の点検） 

・本文の内容や表現の特

色を理解して読み取り，

物語構造について考察

している。（発言・記述の

確認） 

備考 
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2019研究大会授業 

『大鏡』は「花山天皇の出家」をどう語っているのか－語り手に着目して－ 

 

実践上の留意点 

１ 授業説明 

 『大鏡』は大宅世継と夏山繁樹という超高齢の翁二人と嫗，若侍の問答座談形式で昔話が

進められている。この物語構造に着目すると，語られている物語の内容だけにとどまらず，

この物語構造の意図，作者の持つ歴史観や批判精神といった点にまで広げて作品を捉える

ことができるのではないかと考えた。 

本単元では，まず，「雲林院の菩提講」で問いづくりを行った。初読の後に出てきた問い

は資料３の通りである。問いをふまえて読解を行い，再度問いづくりを行ったものが資料４

である。読解後になると，語りの構造の意図や語り手に関する問いが多く見られた。そこで，

より深い問いを立て，問いを精選するために，「花山天皇の出家」では読解を行った後で問

いづくりを行った。資料２の板書計画のように，「誰がどうした」という人物と出来事を中

心に読解した後，まず個人で問いづくりをし，その後話し合いを経て考えたい問いを１つに

絞った（グループで選ばれた問いと，個人が作った問いの一覧は資料５）。そして，問いを

解決する過程でのグループワークでは，解決に結びつく道筋を考え，話し合いながら答えを

導き出させた。工夫点として，その問いにどのようにアプローチするかを考えさせて，解決

へと向かうような学習プリント（資料８）を用いた。この方法を採ることで，問いとその答

えだけでなく，解決に向けた道筋が適切であったかをリフレクションすることができ，自立

的な学習者を目指すことができるのではないかと考える。 

本時では，生徒達の立てた「晴明と式神の場面はこの話の上でどのような役割があるのか」

という問いに対する３つのグループからの答え（資料７－②・③・④）を基にして問いの解

決を図るとともに，「世継は藤原家または花山天皇に対してどういう感情を抱いているのか」

という問い（資料７－①）をつなぎ合わせることで，作品世界により深く迫り，語り手が語

ろうとしたこと，また，このような物語構造をとる意図に迫りたいと考え，授業を行った。 

 

２ 協議会より 

生徒から出た「問い」を学習の中心に据えて構想した授業に関連して，問いの解決を図っ

た後に，また新たな問いが出てきた場合の解決方法，生徒が気づけていない問いの導き方，

問いの質の意識化などの問題点が挙がった。問いの質の意識化については，テストの設問を

作らせ，配点まで考えさせると質の高低を意識させることができるといった意見が出た。ま

た，古文（古典）で問いを立てるのは難しいのではないかという意見もあったが，本実践の

生徒の様子からも予習のさせ方の工夫や，現代語訳の利用などで十分可能であると考える。

助言者からの「問いは主体的な学習の手立てである」という言葉からも，古典での問いづく

りの必要性を感じた。 
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